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「2022 年度 学⽣のための地質系業界説明会」〜その業界の仕事を知るためのサポートサ
ービス〜 

地質系業界説明会は，学⽣の皆様と関係する教員の⽅々に，将来の就職先の⼀つである地
質系業界の実態や各社の業務内容などを知っていただくものであり，当学会の地質技術者
教育委員会が中⼼となって開催しました．この説明会では，参加された企業・団体（以下，
会社）の紹介資料を学会 HP に掲載し，それを参考にして，学⽣の皆様には開催が異なる⽇
時の対⾯説明会とオンライン説明会において希望の会社を訪問していただきました．新型
コロナウィルス感染症の影響で，対⾯説明会は 2019 年の⼭⼝⼤会以来であり，オンライン
説明会は初めて開催した昨年に続いて⾏いました． 

(1) 参加した会社
参加会社は 35 社でこのうち 16 社が学会の賛助会員です．24 社が対⾯説明会に，31 社が

オンライン説明会にそれぞれ参加し，１社が学会 HP への紹介資料掲⽰でした．参加会社は
以下のとおりです（50 ⾳順，※は対⾯・オンライン説明会参加，○は対⾯説明会参加，◇
はオンライン説明会参加，印なしは紹介資料掲⽰）． 
㈱INPEX※，応⽤地質㈱※，川崎地質㈱※，基礎地盤コンサルタンツ㈱※，クニミネ⼯業㈱
※，㈱ 建設技術研究所※，原⼦⼒発電環境整備機構※，興亜開発㈱※，国⼟防災技術㈱○，
㈱コスモ建設コンサルタント◇，㈱サクセン※，三和ボーリング㈱※，㈱J-POWER 設計コ
ンサルタント○，住鉱資源開発㈱◇，住友⼤阪セメント㈱※，住友⾦属鉱⼭㈱◇，⽯油資源
開発㈱※，太平洋セメント㈱※，㈱ダイヤコンサルタント※，㈱地圏総合コンサルタント◇，
㈱地層科学研究所○，中央開発㈱※，㈱ドーコン◇，トキワ地研㈱◇，⾶島建設㈱◇，㈱⽇
さく，⽇鉄鉱業㈱※，⽇特建設㈱※，⽇本⼯営都市空間㈱◇，㈱ニュージェック※，ハイテ
ック㈱※，㈱パスコ※，㈱芙蓉コンサルタント◇，㈱村尾技建◇，明治コンサルタント㈱※ 
（2）対⾯説明会
① 開催⽇時：2022 年 9⽉ 5 ⽇（⽉）11：00〜16：00
② 開催場所：早稲⽥⼤学早稲⽥キャンパス（東京都新宿区⼾塚町 1丁⽬ 104番地）第 14
号館 5階

③ 参加費：無料（学⽣は，⽇本地質学会会員，⾮会員を問わず，学術⼤会への参加登録
は不要です．ただし，その場合は学術⼤会の他の企画には参加できません．）

④ 参加会社：24 社（上記）
⑤ 参加学⽣：20 ⼤学，54名，延べ訪問数 202．学⽣ 1名当り 3.7社訪問，会社 1 社当

り 8.4名訪問．
（3）オンライン説明会
① 開催⽇時：2022 年 9⽉ 16 ⽇（⾦）13：00〜19：00
② 開催⽅法：Zoomを⽤いたオンライン⽅式
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③ 参加費：無料（学⽣は，⽇本地質学会会員，⾮会員を問わない．） 
④ 参加会社：31（上記） 
⑤ 参加学⽣：16 ⼤学，41名，延べ訪問数 198．学⽣ 1名当り 4.8社訪問，会社 1 社当

り 6.4名訪問． 
（4）参加状況 
⾸都圏で開催した対⾯説明会であったので，会社数，学⽣数ともこれまでの実績の 2 倍

以上となりました．対⾯説明会では，早稲⽥⼤学のご配慮により学術⼤会開催の建物と同じ
であったため，当⽇参加の学⽣が 20名と多く，参加学⽣全体の 4割近くを占めました．た
だ，新型コロナウィルス感染症対策のため，1 社ブースでの同時参加学⽣数を 3名までとし
ましたので，訪問希望の会社ブースが満員のため訪問を断念した学⽣もいました． 

オンライン説明会は学術⼤会および e-ポスター期間と重ならないように 9 ⽉中旬開催と
し，昨年と⽐較すると，参加会社数は 10 社増えたものの，参加学⽣数，参加⼤学数，学⽣
1⼈当たり訪問会社数，会社 1 社当りの訪問学⽣数はいずれもほぼ同じ状況でした．会社に
とっては学術⼤会開催地に社員を派遣しなくても会社説明ができることから参加数が増え
たものと思われますが，学⽣の参加状況が昨年より増えなかったことから，広報のやり⽅に
さらなる⼯夫が必要であると考えています． 

2 つの説明会を合わせると，参加学⽣は延べ 95名（参加⼤学 23 ⼤学）で，延べ訪問数は
400 に達しました．参加学⽣の多い⼤学は，⽇本⼤学（15名），東北⼤学（9名），島根⼤学
（8 名），⼭⼝⼤学・早稲⽥⼤学（7 名），千葉⼤学・富⼭⼤学（6名）の 7⼤学で，このう
ち 5 ⼤学が JABEE の認定プログラムを有しているあるいは JABEE 認定のためのカリキュ
ラムを組んでいるという特徴があります． 
（5）アンケート結果 
アンケートは対⾯説明会とオンライン説明会に参加した会社と対⾯説明会に参加した学

⽣に対して，それぞれ⾏いました．結果のグラフは紙⾯の関係で別のページに掲載していま
す（本誌****p．参照）． 
① 参加会社：対⾯説明会では時間設定，会場の広さ，対応⼈数などについては概ね好
評でした．オンライン説明会では参加学⽣数や１コマ 45 分の⻑さは概ね好評でしたが，
開催時間（13:00〜19:00）が⻑いというご意⾒でした．1 コマ 45 分とすると開催時間で
は 8コマとなり，1⼈の学⽣が訪問できる会社数の上限に当たります．企画段階で短くし
ようとしたのですが，参加会社が 31 社と多くなったので学⽣にできるだけ多くの会社を
訪問してもらいたいために上記の時間となったものです．2 つの説明会を通して，参加費
⽤は適切であり，来年も参加したい，とくに対⾯説明会とオンライン説明会の両⽅に参加
したいということから，来年も同様の企画を開催したいと思います． 
② 対⾯説明会への参加学⽣：アンケート結果によると満⾜度は⾼く，会社から必要な
情報を⼊⼿することができたという回答に学会としては企画してよかったと思っていま
す．開催の情報については少なくとも 1 週間以上前には⼊⼿していたものの，申し込み
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は参加できるかどうかの判断のために開催の 1 週間前になったケースが多いようです．
開催情報は学会情報（HP やメール（ジオフラッシュ））以外に，⼤学や指導教員からの
案内も多く，いろいろな媒体で情報を⼊⼿していたようです．⼀⽅，HP に掲載した各社
の紹介資料（今年の 12⽉末までは学会 HP に掲載しています．下記 URL参照）の事前
視聴が少なく，存在⾃体を知らなかったケースがありました．当⽇参加の学⽣が知らなか
ったことが考えられますが，いずれにしても来年は広報の仕⽅を⼯夫して，さらに充実し
た企画として開催するつもりです． 
https://confit.atlas.jp/guide/event/geosocjp129/static/gyokai_support#sanka 

（6）謝辞 
参加された多くの会社，とくに当⽇説明対応をしてくださいました各社のご担当者様，会

社訪問された学⽣の皆様，対⾯説明会会場の⼿配にご尽⼒いただきました早稲⽥⼤学の⾼
⽊秀雄 LOC委員⻑，開催についていろいろ段取りをしていただきました⾼嶋礼詩⾏事委員
⻑および学会事務局の皆様，本説明会情報を広めてくださいました内尾優⼦広報委員⻑，そ
して学⽣に情報を伝達していただきました多くの⼤学教員の皆様に深く感謝申し上げます． 

（理事・地質技術者教育委員会副委員⻑ 佐々⽊和彦） 
 
 

 
（写真 1）対⾯説明会の状況例（各社の状況は下記の URL参照） 
http://www.geosociety.jp/engineer/content0067.html
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（写真 2）オンライン説明会の状況例（各社の状況は下記の URL参照） 
http://www.geosociety.jp/engineer/content0068.html 
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